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子は町の宝！
子育て応援します

令和５年度版

事　業　名事　業　名 内　容内　容 問い合わせ問い合わせ

▶不妊治療費助成事業 治療費を補助（自己負担額の２分の１以内、年度内限
度額35万円） ①保健係

▶不育症治療費助成事業 治療費を補助（自己負担額の２分の１以内、年度内限
度額20万円） ①保健係

▶ 大人の風しん予防接種費助
成事業

風しん単独ワクチン：上限3,000円
麻疹風しん混合ワクチン：上限5,000円 ①保健係

▶妊婦健診費助成事業 14回まで補助（各回補助上限あり） ①保健係

▶妊婦歯科健診費助成事業 歯科健診・歯みがき指導が無料 ①保健係

▶出産・子育て応援金 【妊娠届出時】胎児１人につき５万円を支給
【新生児訪問時】児１人につき５万円を支給 ①保健係

▶出産育児一時金（分娩費用） 50万円を上限として支給 ②国保係

▶出産祝金 ５万円分の商品券を支給 ④こども係

▶ウッドスタート事業 出生届提出時に干支の木製おもちゃを贈呈 ⑥農林係

▶新生児聴覚検査費補助 先天性聴覚障害を発見する検査費用を補助
（上限3,000円） ①保健係

▶産婦健診費助成事業 ２週間健診・１カ月健診に補助（各上限5,000円） ①保健係

▶未熟児養育医療 【１歳未満】医師が認めた医療費などを給付 ①保健係

▶ブックスタート事業 ３・４カ月児健診時に絵本をプレゼント ①保健係

▶産後ケア 産後ママに対し心身の回復のためのケアを提供
施設利用の場合はタクシー料金の助成あり ①保健係

▶家庭子育て世帯応援金 【保育所などに通所していない０歳～３歳】
児童１人につき月額2,500円の商品券を支給 ④こども係

▶福祉医療 【０歳～18歳】医療費が無料 ②国保係

▶ 国民健康保険子育て世帯
　支援事業補助金

【０歳～18歳】18歳以下の子どもにかかる国民
健康保険税の均等割額を補助 ②国保係

▶育成医療費 【０歳～18歳】医師が認めた医療費を補助
※手術により改善が見込める病気に限る ③福祉係

▶子育て支援センター 【０歳～６歳（就学前）】親子の交流・集いの場、一時
預かり、子育てに関する相談、各種イベントの実施 ④こども係

▶児童手当 【３歳未満】1.5万円　【３歳～小学生】１万円（第３子
以降1.5万円）　【中学生】１万円 ④こども係

▶第２子以降の補助制度 保育料免除、延長保育料（町内の園）免除 ④こども係

　町では、安心して子どもを産み育てられるよう子育て
支援策を充実させています。
　お子さんの成長過程などに合わせてご利用ください。

妊
娠
・
出
産
期

乳
児
期
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事　業　名事　業　名 内　容内　容 問い合わせ問い合わせ

▶給食費無料化 町内の認定こども園・保育園の給食費が無料 ④こども係

▶病児・病後児保育 【１歳～小学２年生】病気の発症から回復期にあり、
家庭で保育できない場合、利用可能（１日1,000円） ④こども係

▶むし歯予防教室 【１歳～４歳】歯科健診・歯磨き指導・フッ素塗布費
が無料 ①保健係

▶予防接種費補助 【１歳～４歳】おたふく　無料（１回のみ）
【３歳～18歳】インフルエンザ1,200円（年１回） ①保健係

▶保育料無償化 【３歳児～５歳児】保育料無償 ④こども係

▶物価高騰就学支援金 小学校入学時に１人につき５万円を支給 ④こども係

▶給食費無料化 給食費が無料 ⑤学校教育係

▶放課後子ども教室 年間1,000円（学童保育所の利用者は無料） ④こども係

▶学童保育所 同時に２人以上利用する場合、２人目以降の月額保
育料が半額 ④こども係

▶ 要保護準要保護就学援助費／
特別支援教育就学奨励費 学用品などを国の基準に準じて支給 ⑤学校教育係

▶特別支援学校就学援助費 県立特別支援学校就学者に対し補助（年３万円） ⑤学校教育係

▶フッ素洗口剤配布 家庭用洗口剤引換券を配布（無料） ①保健係

▶物価高騰就学支援金 中学校入学時に１人につき５万円を支給 ④こども係

▶給食費無料化 給食費が無料 ⑤学校教育係

▶ 要保護準要保護就学援助費／
特別支援教育就学奨励費 学用品などを国の基準に準じて支給 ⑤学校教育係

▶特別支援学校就学援助費 県立特別支援学校就学者に対し補助（年３万円） ⑤学校教育係

▶英検受験料補助金 英検受験料を補助（年１回2,000円） ⑤学校教育係

▶フッ素洗口剤配布 家庭用洗口剤引換券を配布（無料） ①保健係

▶物価高騰就学支援金 高校入学時に１人につき５万円を支給 ④こども係

▶ふるさと甘楽仕送り便 町外で生活している学生に町内で製造・生産された
食品の詰め合わせを宅配（年２回） ⑥農林係

▶若年者雇用支援事業 高校・大学などの新卒者（卒業３年以内）が町内企業
に就職した場合、本人に10万円を支給 ⑦商工観光係

小
学
生

中
学
生

①健康課保健係
　☎67-5159

②健康課国保係
　☎67-5172

③福祉課福祉係
　☎67-5162

④福祉課こども係
　☎67-5194

⑤教育課学校教育係
　☎64-8323

⑥産業課農林係
　☎64-8319

― 問い合わせは、各担当係へ ―

⑦産業課商工観光係
　☎64-8320

幼
児
期

※対象年齢が複数年になる場合は赤字で【○歳～○歳】などと記載しています。

高
校
生
・

大
学
生
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■「令和５年春開始接種」を継続中です（８月末まで）「令和５年春開始接種」を継続中です（８月末まで）

使用ワクチン オミクロン株対応２価ワクチン（ファイザー社）
※現在流行しているオミクロンXBB系統株による重症化を予防する効果もあります。

対象者 初回（１・２回目）接種を終了した以下の人で、
前回の接種から３カ月以上経過した人
●65歳以上の人
●基礎疾患などのある人（５～64歳）
●医療・介護施設などの従事者

新型コロナワクチン接種のお知らせ
■問い合わせ 新型コロナウイルス感染症予防対策室 ☎67-5159　FAX67-7066

【生後６カ月～11歳の接種】と、【12歳以上の初回（１・２回目）接種】も継続中です。
接種を希望する人は、お手元の接種券で予約をしてください。

感染者が増加傾向です。重症化予防のためにワクチンを接種しましょう。

■「子ども」と「１・２回目」の接種も継続中です「子ども」と「１・２回目」の接種も継続中です

■「令和５年秋開始接種」について（９月以降の予定）「令和５年秋開始接種」について（９月以降の予定）

使用ワクチン オミクロンXBB系統株に対応したワクチン

対象者 初回（１・２回目）接種を終了した５歳以上の全ての人

「令和５年春開始接種」は８月で終了し、９月以降は「令和５年秋開始接種」を実施します。

費　用 無料

※生後６カ月～11歳の接種と、12歳以上の初回（１・２回目）接種は引き続き行います。

 　 　ワクチン接種の予約方法　　ワクチン接種の予約方法　　※「接種券付き予診票」を用意してください。

接種年齢や前回からの接種接種年齢や前回からの接種
間隔などの詳細は国からの間隔などの詳細は国からの
情報提供があり次第、お知情報提供があり次第、お知
らせします。らせします。

●コロナワクチン接種相談・予約センター
   ☎ 0 1 2 0 - 5 0 0 - 6 6 2
　　月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後５時

●スマートフォン（LINE）
　　「富岡市公式LINEアカウント」を友だち登録してください。

▲富岡市
　公式LINE

予約には
券番号が
必要だよ

64歳以下の人は申請が64歳以下の人は申請が
必要です。予防対策室ま必要です。予防対策室ま
でご連絡ください。でご連絡ください。

町政の動き町政の動き
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▼ 第9次青年使節団受け入れ
　（和菓子作りに挑戦）

　交流の主軸である中学生研修団の派遣は1986　交流の主軸である中学生研修団の派遣は1986
（昭和61）年から始まり、17回298人がチェルタ（昭和61）年から始まり、17回298人がチェルタ
ルド市を訪問しています。また、1992（平成４）ルド市を訪問しています。また、1992（平成４）
年から始まった青年使節団の受け入れは、10回年から始まった青年使節団の受け入れは、10回
108人に上ります。相互派遣では一般家庭でホー108人に上ります。相互派遣では一般家庭でホー
ムステイを行い、お互いの生活や文化を学びます。ムステイを行い、お互いの生活や文化を学びます。
　今夏５年ぶりに再開する相互派遣交流では、８月１日から５日まで第11次市　今夏５年ぶりに再開する相互派遣交流では、８月１日から５日まで第11次市
青年使節団が来町した後、８月14日から25日まで第18次中学生研修団がチェル青年使節団が来町した後、８月14日から25日まで第18次中学生研修団がチェル
タルド市を訪問します。その様子は次号以降でお伝えします。タルド市を訪問します。その様子は次号以降でお伝えします。▲ 第17次中学生研修団

派遣（プレトリオ宮殿前）

▼ 芸能の祭典メルカンティア2018で
披露した獅子舞

　道の駅甘楽では、市から直輸入しているワインやオリーブオイルを販　道の駅甘楽では、市から直輸入しているワインやオリーブオイルを販
売し、おいしさはもちろんのこと町を特徴付ける商品として認識されて売し、おいしさはもちろんのこと町を特徴付ける商品として認識されて

います。2014（平成26）年に市へ派遣したいます。2014（平成26）年に市へ派遣した
ピザ研修員が現地で学んだ本場仕込みの窯ピザ研修員が現地で学んだ本場仕込みの窯
焼きピザもすっかり定着し、町民のみなら焼きピザもすっかり定着し、町民のみなら
ず観光客からも人気を得ています。ず観光客からも人気を得ています。
　また、チェルタルド市で開催される食の祭り「　また、チェルタルド市で開催される食の祭り「BB

ボッカチェスカボッカチェスカ
OCCACCESCAOCCACCESCA」に甘楽」に甘楽

町ブースを出店し、現地の人々へ郷土料理や日本食を振る舞うことで日本町ブースを出店し、現地の人々へ郷土料理や日本食を振る舞うことで日本
文化の発信・普及にも取り組んでいます。文化の発信・普及にも取り組んでいます。

　姉妹都市提携の際、歴史を重んじ伝統文化を大切にする両市町の姿
勢も重要視されました。以降、ふるさとに根付く絵画や工芸などの展勢も重要視されました。以降、ふるさとに根付く絵画や工芸などの展

覧、伝統芸能の披露などに取り組み、覧、伝統芸能の披露などに取り組み、
お互いの文化を尊重し合いながら交お互いの文化を尊重し合いながら交
流を続けています。流を続けています。
　1993（平成５）年には、交流10周　1993（平成５）年には、交流10周
年を記念し甘楽町から茶室「甘楽庵」が贈呈されました。町の心と日本の年を記念し甘楽町から茶室「甘楽庵」が贈呈されました。町の心と日本の
空間が現地の人々へ引き継がれ、年月を経た現在も修繕を重ねながら大空間が現地の人々へ引き継がれ、年月を経た現在も修繕を重ねながら大
切に使われています。切に使われています。

▲ チェルタルド市でのピザ研修
仲間たちと記念の１枚

▼ BOCCACCESCA2015
甘楽町ブース

▲ プレトリオ宮殿中庭にある茶室
「甘楽庵」

甘楽町・チェルタルド市  姉妹都市交流 40周年記念甘楽町・チェルタルド市  姉妹都市交流 40周年記念
vol.3vol.3

チェルタルド市との交流40周年を記念し、今回は、人の交流・文化的交流・チェルタルド市との交流40周年を記念し、今回は、人の交流・文化的交流・
経済的交流の視点から抜粋してご紹介します！経済的交流の視点から抜粋してご紹介します！

■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133

地域の伝統を世界へ地域の伝統を世界へ

地域の魅力を姉妹都市へ発信地域の魅力を姉妹都市へ発信

小さな親善大使たちによる相互派遣交流小さな親善大使たちによる相互派遣交流

経済的
交流
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災害時の備えを再確認災害時の備えを再確認
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 ■ 問い合わせ　総務課庶務係 ☎74-3131■ 問い合わせ　総務課庶務係 ☎74-3131
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警戒レベル 状　況 避難情報 とるべき行動

５ 災害発生または切迫 緊急安全確保 命の危険。すぐに安全確保

≪ 警戒レベル４までに必ず避難 ≫　
４ 災害のおそれが高い 避難指示 危険な場所から全員避難

３ 災害のおそれがある 高齢者等避難 危険な場所から高齢者・
障がい者・乳幼児などは避難

２ 気象状況悪化 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁） 自らの避難行動を確認

１ 今後気象状況悪化の
おそれ

早期注意報
（気象庁） 災害への心構えを高める

５
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況。警戒レベ
ル５の発令を待ってはいけ
ません。

３
高齢者や障がいのある人、
乳幼児などは警戒レベル３
で、危険な場所から避難。

４ 警戒レベル４で危険な場所
から全員避難。

「
甘
楽
町
避
難
所
／
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」は
、
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

覚
え
よ
う

覚
え
よ
う

　

警
戒
レ
ベ
ル

　

警
戒
レ
ベ
ル

台風や大雨にも慌てない！台風や大雨にも慌てない！

▼町の北部

▼町の南部

甘楽町安全安心メール
町の情報をいち早くお知らせ

　防災情報をはじめ、町からのさまざまな情
報をメールで配信しています。ぜひご登録
ください。右の２次元コードを
読み取るか、「ml.kanra@e-park.
ne.jp」へ空メール（件名・本文不
要）を送信してください。

登  録登  録
しようしよう

町政の動き
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非常持ち出し袋（１人分）の確認

　

家
の
周
り
を
確
認
し
、
雨
や
風
が

強
く
な
る
前
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
雨

風
が
強
く
な
っ
て
か
ら
外
で
作
業
す

る
の
は
危
険
で
す
。

窓はしっかり閉め、
雨戸やシャッターを
下ろしておく

　

万
が
一
に
備
え
、
ど
こ
に
避
難
す

る
か
な
ど
の
情
報
を
家
族
で
共
有
し

た
り
、
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
中
身

を
確
認
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

インターネットから情報収集をインターネットから情報収集を

▶気象庁
  「あなたの街の防災情報」

◀河川防災情報サイト
  「群馬県 かわみるぐんま」

■■ リュックサック
■ 飲料水
500ｍｌ×４本程度

■■ 食品
レトルト食品・缶詰・
チョコレートなど

■■ 衣類・運動靴
雨具・下着・防寒着など

■■ 衛生用品
トイレットペーパー・ウェッ
トティッシュ・歯ブラシ・マ
スクなど

■■ 医薬品
消毒薬・ばんそうこう・解
熱剤など

■■ 貴重品
現金（小銭）・保険証・
印鑑・預金通帳など

■■ 照明器具
懐中電灯・
ランタンなど

■■ ラジオ
小型で携帯できるもの

■■ マッチ・ライター・
　 ろうそく
取り扱いには注意して保管

■■ 乾電池・充電器
電池は懐中電灯やラジオに
使用するため多めに

■ ■ その他
各家庭に応じた必要品（ミ
ルク・おむつなど）

確
認
し
よ
う

確
認
し
よ
う

　
　
　
　

家
の
外

　
　
　
　

家
の
外

風で飛ばされそうな物
は固定したり、建物の
中へ移動させる

側溝は掃除して水は
けを良くしておく

準
備
し
よ
う

準
備
し
よ
う

　
　
　
　

家
の
中

　
　
　
　

家
の
中

浴槽に水を貯めるなど
生活用水を確保する

家族で避難場所を
確認しておく

携帯電話やパソコンを
フル充電する

カーテンやブラインドは
下ろすなどしておく

備蓄品や非常用持ち
出し袋を確認
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一緒に楽しむ仲間を募集一緒に楽しむ仲間を募集
 ■ 教育課社会教育係 ☎64-8325 ■ 教育課社会教育係 ☎64-8325

　スポーツ少年団は、スポーツによる青少年の

健全育成を掲げ、子どもたちにスポーツの喜び

を提供し地域に根ざした活動をしています。

　現在、町内で活動するスポーツ少年団はバレー、

野球、サッカー、剣道、ソフトテニス、バスケッ

トの６種目９団体です。

　今回は、各団の活動を紹介します。興味のあ

る種目を見学に行ってみましょう。

　今年度から男女混合のチームとして大会
に参加しています。バレーボールをやって
みたい…何かスポーツをやらせたい…そん
な方はぜひ一度見学・体験にお越しくださ
い。みんなで楽しくバレーをしましょう！
練習日時　火・金　午後５時～７時30分
　　　　　土または日　午前８時～12時
練習場所　小幡小学校体育館
連 絡 先　齋藤 ☎090-4675-6440

小幡少女バレー

“こころ”も“からだ”も成長“こころ”も“からだ”も成長

スポーツ少年団に入ろう！スポーツ少年団に入ろう！

町政の動き
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新屋イーグルス

　私たちのチームは「全員野球」を掲げ日々
の練習を行っています。学童の時期だから
こそ大切にすべき親子の時間、親子の成長
を共にグラウンドで体験しましょう！

練習日時　火・金　午後４時30分～６時30分
　　　　　土・日　午前８時～午後１時
練習場所　旧甘楽第二中学校校庭
連 絡 先　伊藤 ☎090-7177-5062

　私たちは「やればできる」をモットーに一
生懸命取り組んでいます。野球を通して野
球の楽しさ、礼儀、仲間を思いやる心など
たくさんのことを学んでいます。あなたも
野球を始めてみませんか。
練習日時　火・水・木　午後５時～７時
　　　　　土・日・祝　半日または１日
練習場所　福島小学校校庭
連 絡 先　伊藤 ☎090-1402-9833

　新屋イーグルスは「明るく」「楽しく」「元
気よく」野球ができるよう、指導者・保護
者一丸となって全力で活動しています。野
球を通じて最高の仲間ができますよ！随時
見学＆体験可能です。お待ちしています。
練習日時　火・木・金　午後４時30分～７時
　　　　　土・日・祝日は主に試合
練習場所　新屋小学校校庭
連 絡 先　新井 ☎070-4021-9499

　甘楽町を中心に複数の学校の生徒が在籍
するバレーボールチームです。目標に向
かって日々練習しています。体験会や楽し
いイベントもありますので、ぜひ体育館ま
でお越しください。
練習日時　火・木　午後５時30分～７時30分
　　　　　土・日はスケジュールによる
練習場所　福島小学校体育館
連 絡 先　髙井 ☎090-1691-3384

福島ガッツ

あすなろJr小幡ロイヤル
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　私たちは練習や紅白試合など、クラブの仲
間と楽しく体を動かすことが大好きです。「バ
スケットボールって面白そう！」と思ったら、
シューズと飲み物・タオルを持って気軽に体
育館にお越しください。
練習日時　土・日　午前９時～11時30分
練習場所　新屋小学校体育館
連 絡 先　北井 ☎090-5494-6422

　生涯スポーツとしてソフトテニスを学び
楽しむこと、そして県を代表する国体選手
を育てることを目標に、基本を順守した指
導を行っています。見学体験は常時可能で
す。直接コートにお越しください。
練習日時　土・日　午前８時～12時
練習場所　甘楽総合公園テニスコート
連 絡 先　髙橋 ☎080-2078-5063

　甘楽中学校剣道部と一緒に練習していま
す。大ベテランの先生方が優しく厳しく教
えてくれます。稽古を通して礼儀を学び感
謝の気持ちを育みます。お気軽にお越しく
ださい。剣士仲間大募集中！
練習日時　水・土　午後６時30分～８時
練習場所　甘楽中学校体育館・武道場
連 絡 先　内藤 ☎74-3278

　「楽しんで勝つ」を目標に、みんなで明る
く元気よく、サッカーを全力で楽しんでい
ます。体験練習は随時募集していますので、
お気軽にお問い合わせください。
練習日時　土・日　午前９時～12時
　　　　　水　午後６時30分～８時30分
練習場所　甘楽町陸上競技場・
　　　　　小幡小学校・甘楽中学校体育館
連 絡 先　大河原 ☎090-1436-5780

ジョイナスJrFC甘楽剣道会

甘楽町ジュニア
ソフトテニスクラブ

甘楽サンラビッツ
バスケットボールクラブ

スポーツ少年団に入ろう！スポーツ少年団に入ろう！
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青少推

大
切
に　

家
族
と
築
く　

温
か
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　

吉
岡
真
大
）

悩
み
ご
と　

か
か
え
ず
相
談　

家
族
の
輪　
　
　
　
　
　
（
甘
楽
中
２
年　

町
田　

優
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令

和
４
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
優
秀

賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
４
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

茂木館長に大型絵本を手渡す山田さん（左）

●
山
田
利
和
さ
ん（
福
島
）

　

町
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
大
型

絵
本『
ぼ
う
し
と
っ
た
ら
』な
ど
の

絵
本
・
児
童
書
46
冊（
10
万
円
相

当
）を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

夏の県民交通安全運動
　夏の県民交通安全運動が実施され、
交通対策協議会、交通指導員、富岡
警察署、町内企業の皆さんが交通安
全・交通ルール・正しいマナーの順
守を呼び掛けました。

ルールを守って思いやり運転ルールを守って思いやり運転

甘楽スマートインターチェンジ入口交差点で
ドライバーに注意喚起を行いました

■
現
金
で
前
納
す
る
場
合

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」に

同
封
さ
れ
て
い
る
６
カ
月
分（
下
期
）の

前
納
用
納
付
書
を
使
用
し
、
令
和
５
年

10
月
31
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■   

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
で
前
納
す
る
場
合

希
望
す
る
人
は
、
８
月
中
旬
ま
で
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
完
了

す
る
と
、
令
和
５
年
10
月
31
日（
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
は
カ
ー
ド
会
社
が
指
定
す

る
日
）に
半
年
分
が
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

申
し
出
に
必
要
な
も
の

①
口
座
振
替
の
場
合

・
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印

・
基
礎
年
金
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
場
合

・
指
定
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
で
き
る
も
の

■  

問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
係　

ま
た
は

高
崎
年
金
事
務
所　

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

間
に
合
い
ま
す
！

間
に
合
い
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

半
年
前
納
制
度

半
年
前
納
制
度

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

納付方法 納付額 割引額

現　金
98,310円 　810円

クレジットカード決済

口　座 97,990円 1,130円

10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
分
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
め
る
と

割
引
に
な
り
ま
す
。 国

民
年
金
保
険
料
の

16,520円（１カ月の国民年金保険料）×６カ月16,520円（１カ月の国民年金保険料）×６カ月
99,12099,120 円円

■６カ月分の保険料を前納する場合の割引額■６カ月分の保険料を前納する場合の割引額
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甘楽町環境保健協会長表彰甘楽町環境保健協会長表彰

●吉井 誠さん（福島）　　●熊井戸良男さん（小幡） 
●黛 佳史さん（秋畑）　　●河原洋雄さん（金井） 

　環境保健協会の役員、環境保健支部長として長
く務められ、分別収集やごみステーションの管理
などを行い地域の環境美化に貢献されました。

町全体でごみはどのくらい出たかな？

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
～ごみの資源化、分別収集にご協力いただきありがとうございます～～ごみの資源化、分別収集にご協力いただきありがとうございます～

町のごみ処理量の報告（令和４年度）町のごみ処理量の報告（令和４年度）

　一般家庭から出る燃やせるごみ　一般家庭から出る燃やせるごみ
　1,931トンってどのくらい？　1,931トンってどのくらい？

vol.162

吉井さん、熊井戸さん、黛さん、河原さん

② １人１日当たりの
ごみの量

（１本350gで換算）

①１世帯１週間当たりのごみの量

（１世帯１年間当たり約94.7袋）

とうもろこし
1.2本分

（１袋４㎏で換算）

48万2,750袋

資源ごみは、日本容器包装リサイ
クル協会や取扱専門業者へ引き渡
し、再商品化を行っています。

２
２
９
５

２
２
９
５
ト
ン
ト
ン

一般家庭一般家庭

タンスや机などの
粗大ごみ

事業所事業所

約422g約422g

約1.82袋約1.82袋

1,931トン1,931トン

17トン

347トン347トン

新聞紙　134トン

本・雑誌　98トン

段ボール・紙パック　８０トン

ペットボトル　20トン

プラスチック類　28トン

古着リサイクル　25トン
金属・缶類・びん類など　126トン

燃
や
せ
な
い
ご
み

燃
や
せ
な
い
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

資
源
ご
み

資
源
ご
み５１
１

５
１
１
ト
ン
ト
ン

９
９
９
９
ト
ン
ト
ン

ごみ袋（大）でごみ袋（大）で

444
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 環境保健協会環境保健協会
　町環境保健協会（中野哲也会長）は、環
境保健支部長29人、区長会理事４人、議
会（総務文教常任委員）５人と町内全戸の
皆さんが会員となり構成されています。
会員の皆さんには１世帯当たり500円の
年会費を負担いただき活動しています。
　総会で承認された令和４年度決算と環
境美化活動に貢献し表彰された皆さんを
紹介します。

令和４年度　環境保健協会決算の概要
主な収入
　　会　費 3,959戸×500円＝1,979,500円
　　補助金（町リサイクル事業補助金など） 826,903円
主な支出
　　ごみ収集所等環境対策費（各行政区へ） 788,700円
　　廃食用油回収事業奨励金（各行政区へ） 153,149円
　　リサイクル事業奨励金 804,650円
　　コンポスト・水切容器などの購入者への補てん費 455,821円
　　各種看板代など 82,091円

環 境 保 健 協 会

皆さんのおかげで　1人１日当たりのごみ排出量皆さんのおかげで　1人１日当たりのごみ排出量

8 年連続 県内最少 !!
　令和３年度の１人１日当たりのごみ排出量が公表され、甘
楽町は605㌘（県平均968㌘）と県内で最も少なく、ごみのリサ
イクル率は18.7％（県平均14.5％）でした。
　令和４年度のごみ処理費用は１億7,031万円と町民１人当
たり１万3,500円かかっており、指定ごみ袋の販売収入1,867
万円をごみ処理費用に充てています。
　焼却ごみを減らし、分別・リサイクルに引き続きご協力を
お願いします。

■ 問い合わせ　住民課環境係 ☎64-8315

順位 市町村名 排出量（㌘）
１ 甘楽町 605

２ 下仁田町 762

３ 板倉町 790

４ 南牧村 802

５ 明和町 806

市町村別1人１日当たりの
排出量の状況（令和３年度）

町のごみ処理費用っていくら？（令和４年度）
ごみ処理の財源 ごみ処理にかかった費用

指定ごみ袋の販売収入 1,867万円

事業者からのごみ処理手数料 1,155万円

分別収集再商品化収入 488万円

町の一般財源から １億3,521万円

焼却収集費用

埋め立て処分場にかかる費用

環境対策費用

合計　　　１億7,031万円

焼却委託（富岡市清掃センター） １億237万円
※焼却委託料は１トン当たり44,400円
収集運搬委託 3,303万円
指定ごみ袋作成費など 1,080万円

処分場管理費など 1,291万円
選別回収・埋立業務委託 818万円

分別収集などの補助金 302万円
合計　　　１億7,031万円

広報かんら／2023.8.113
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ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
迎
え
、
昨
年
度
ま
で
制
限
し
て
い
た
教
育
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

  

校
外
学
習
で
の
グ
ル
ー
プ
活
動
や
顔
を
近
づ
け
て
の
話
し
合
い
活
動
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
や
楽
器
演
奏

な
ど
が
復
活
し
、
子
ど
も
た
ち
は
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

  

　

四
月
に
入
学

し
て
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
友
だ

ち
や
上
級
生
、

先
生
方
と
出
会

い
ま
し
た
。
他

学
年
と
の
交
流

制
限
が
解
か
れ
、
二
年
生
に
学
校
の
中
を

案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
休
み
時
間
に
は

上
級
生
に
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
生
活
科
で
は
、
先
生
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
ぴ

り
ド
キ
ド
キ
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
と
交
流
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

友
だ
ち
や
上

級
生
、
先
生
方

に
囲
ま
れ
て
、

毎
日
元
気
い
っ

ぱ
い
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

生
活
科
で

町
探
検
に
出

か
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は

積
極
的
に
地

域
に
出
か
け
、

交
流
で
き
ま
す
。
新
屋
地
区
に
あ
る
お
店

や
工
場
、
病
院
、
交
番
、
郵
便
局
な
ど
の

普
段
入
れ
な
い
場
所
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

を
質
問
し
答
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
施
設

に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
な
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

町
探
検
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
て

紹
介
し
合
い
、

新
屋
地
区
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

　

机
を
ピ
ッ

タ
リ
く
っ
つ

け
て
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
た

り
、
マ
ス
ク

な
し
で
話
し

合
っ
た
り
、

場
所
を
気
に

せ
ず
リ
コ
ー

ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
た
り
、

給
食
中
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
の
幅
が
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
学
ぶ
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
三
年
生

に
向
け

て
、
す

ご
い
速

さ
で
成

長
し
て

い
ま
す
。

　

社
会
科
で「
水
」に

つ
い
て
学
習
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
白
倉

浄
水
場
、
雄
川
堰
な

ど
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
安
全
、
安
心

な
水
が
ど
こ
か
ら
来

て
ど
う
や
っ
て
作
ら

れ
、
学
校
や
家
庭
に

送
ら
れ
て
く
る
の
か

を
学
び
ま
し
た
。

　

四
年
生
は
毎
日
、
元

気
い
っ
ぱ
い
外
で
汗

を
か
き
遊
ん
で
い
ま

す
。
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
改
め
て
水
の
お

い
し
さ
、
あ
り
が
た

さ
を
実
感
し
、
水
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

新屋小学校
ホームページ

新
屋
小
学
校
の
取
り
組
み

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
さ
ら
に
元
気
な
新
屋
小
！

新屋小学校
校 長 中島　剛
児 童 228人

三
年
生

　

楽
器
も
給
食
も
楽
し
く
！

四
年
生

　

地
域
で
学
ぶ
大
切
な
水

二
年
生

　

町
探
検
で
地
域
交
流

一
年
生

　

他
学
年
交
流
を
再
開

流

６年生と遊んだよ６年生と遊んだよ校長先生に校長先生に
　　インタビュ―　　インタビュ―

お店の人にお店の人に
インタビューインタビュー

お店の人とお店の人と
記念写真記念写真

場所を気にせず！リコーダー♪場所を気にせず！リコーダー♪

机
ピ
ッ
タ
リ
！

机
ピ
ッ
タ
リ
！

向
か
い
合
っ
て

向
か
い
合
っ
て

白倉浄水場　おいしいお水！白倉浄水場　おいしいお水！ 雄川堰を見学雄川堰を見学
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総
合
的
な

学
習
の
時
間

で「
米
」
に
つ

い
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

五
月
に
Ｊ
Ａ

甘
楽
青
年
部

の
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら

指
導
を
受
け
て
、「
お
米
づ
く
り
」を
始
め

ま
し
た
。
最
初
は『
も
み
ま
き
』を
し
て
苗

床
づ
く
り
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
稲
の

成
長
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
毎
日
観
察

を
し
て
大
事
に
育
て
ま
し
た
。
六
月
に
入

り
、
い
よ
い
よ『
田
植
え
』で
す
。
泥
に
足

を
と
ら
れ
な
が
ら
も「
お
い
し
く
な
あ
れ
」

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、
一
生
懸
命
取

り
組
め
ま
し
た
。

　

次
は
、『
稲

刈
り
』で
す
。

秋
の
豊
作
を

期
待
し
て
観

察
も
続
け
て

い
き
た
い
で

す
。

　

最
高
学
年
に

な
り
、
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ

し
た
り
、
下
級

生
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
し
て

学
校
全
体
を
盛

り
上
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
勉

強
を
頑
張
っ
た

り
、
運
動
を
頑
張
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
楽
し
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

最
高
で
最
光
の
学
年
に
す
る
た
め
に
全

員
で
力
を
合
わ
せ「
や
る
と
き
は
や
る
」を

合
言
葉
に

頑
張
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、

そ
の
合
言

葉
で
新
屋

小
学
校
を

さ
ら
に
元

気
に
し
て

い
き
ま
す
。

教育相談室
◆問い合わせ・相談申込

学校教育係
または

言語指導教室

五
年
生

　

体
験
い
っ
ぱ
い
米
作
り
！

六
年
生

　

最
高
学
年
か
ら
元
気
に
！

作
り
！

に

教育相談室教育相談室
◆問い合わせ・相談申込◆問い合わせ・相談申込
学校教育係☎（64）8323学校教育係☎（64）8323
福島小言語指導教室福島小言語指導教室
☎090（2238）8704☎090（2238）8704

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
、
学
校
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
感
じ
た

こ
と
は
、
皆
さ
ん
大
変
熱
心
で
一

生
懸
命
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
を
真
ん
中
に
、
ど
う
し

た
ら
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
く
の
か
、

ど
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
の

か
、
と
て
も

熱
心
に
対
応

さ
れ
て
い
て

感
動
し
ま
し

た
。

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
も
、
先

生
方
や
保
護
者
の
期
待
を
感
じ

な
が
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
生
活
し
て
い
る
中
で
は
、

疲
れ
を
感
じ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
と
き

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に

つ
い
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
る
と
、
な
ぜ
自
分
が

そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
気
付
け

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
ほ
ん
の
小

さ
な
こ
と
で
い
い
の
で「
今
日
は

〇
〇
で
き
た
！
」を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
自
分
で
自
分
を
認
め

て
あ
げ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
が
、

実
は
難
し
い
こ

と
で
も
あ
り
ま

す
。「
こ
れ
く
ら

い
で
き
て
当
た

り
前
」と
思
う

よ
う
な
こ
と
で

も「
〇
〇
で
き

た
！
」と
言
葉
に
出
し
て
み
る
と

少
し
気
持
ち
が
楽
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

元
気
な
自
分
も
、
疲
れ
て
い
る

自
分
も
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
自

分
も
、落
ち
込
ん
で
い
る
自
分
も
、

ど
ん
な
自
分
も
認
め
て
あ
げ
た
い

で
す
ね
。
ど
ん
な

自
分
も
大
切
に
。

ー
ど
ん
な
自
分
も
大
切
に
ー

屋上で給食屋上で給食
これからも元気でねこれからも元気でね

～転校する友だちを囲んで～～転校する友だちを囲んで～

田植え田植え
もみまきもみまき
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　近年熱中症で亡くなる人や救急搬送される人
が増えています。
　熱中症の危険性が非常に高いと予測される場
合に、気象庁と環境省が共同で予防行動を効果
的に促す「熱中症警戒アラート」を発表します。

● 急ぐ用事がある場合以外は、外出を控えよう
●  室内でもエアコンやクーラーなどを使って、涼し
く過ごそう

●  のどが渇く前にこまめに水分をとろう
●  熱中症になりやすい高齢者、子ども、障がいのあ
る人に熱中症に気をつけるよう声を掛けよう

●  暑さ指数（WBGT）に応じて、屋外や空調のない
屋内での運動は原則中止・延期しよう

熱中症警戒アラートが発表されたら…

※ 「熱中症警戒アラート」と「暑さ指
数（WBGT）」は、環境省「熱中症
　予防情報サイト」で確認できます→

り
ら
き

甘
楽
人

―
こ
の
地
で
輝
く
―

atelier blatt
 青木 良太さん
  亜美さん

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

か
ん
ら
び
と

　

昨
年
10
月
、
町
内
に
花
の
ス
タ

ジ
オ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
青
木
良

太
さ
ん
、
亜
美
さ
ん
。
災
害
が
少

な
く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
の
形
態
を

ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
イ
ベ
ン
ト
事
業
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
中
心
に

切
り
替
え
た
こ
と
で
都
内
の
ス
タ

ジ
オ
を
閉
め
て
移
住
を
決
断
。

　

移
住
先
に
西
毛
地
域
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
亜
美
さ
ん
が
自
宅
近

く
で
買
っ
た
群
馬
県
産
の
野
菜
が

お
い
し
く
群
馬
に
好
印
象
を
持
っ

た
こ
と
か
ら
。
そ
し
て
、
よ
く
利

用
し
て
い
た
上
信
越
道
沿
線
に
降

り
立
っ
て
み
よ
う
と
。「
友
人
に
も

人
生
の
決
め
方
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
み

た
い
だ
ね
と
言
わ
れ
ま
す
」と
笑

い
な
が
ら
話
す
良
太
さ
ん
。

　

店
舗
を
持
つ
予
定
は
な
か
っ
た

が
、
移
住
先
で
人
と
出
会
い
周
囲

に
背
中
を
押
さ
れ
小
幡
に
開
業
し
、

フ
ラ
ワ
ー
レ
ッ
ス
ン
も
開
催
。
そ

れ
が
新
た
な
出
会
い
に
つ
な
が
り
、

温
か
く
接
し
て
く
れ
る
人
々
に
囲

ま
れ「
こ
の
町
が
好
き
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
」と
言
い
ま
す
。

　

二
人
と
も
ド
イ
ツ
で
修
業
し
た

経
歴
を
持
つ
ド
イ
ツ
ス
タ
イ
ル
の

花
屋
で
、
床
や
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

の
内
装
は
良
太
さ
ん
自
身
が
手
掛

け
た
こ
だ
わ
り
の
お
店
。
扉
を
開

け
た
瞬
間
に
漂
う
香
り
と
と
も
に

す
ぐ
に
そ
の
世
界
観
に
魅
了
さ
れ

ま
す
。
店
内
に
は
東
京
で
仕
入
れ

る
季
節
の
花
や
流
通
量
が
少
な
く

珍
し
い
観
葉
植
物
な
ど
が
並
び
、

【
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
】を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
れ

ば
枝
を
編
み
込
ん
だ
個
性
的
で
お

し
ゃ
れ
な
花
束
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

く
れ
た
り
、
植
物
の
手
入
れ
方
法

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
、

誰
で
も
気
軽
に
花
を
一
輪
か
ら
買

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
こ
の
地
域
の
人
は
一
つ
一
つ

を
見
て
本
当
に
気
に
入
っ
た
も
の

を
買
っ
て
く
れ
る
の
で
、
時
に
お

客
様
を
思
い
描
き
仕
入
れ
る
こ
と

も
。
そ
れ
が
楽
し
く
も
あ
り
、
改

め
て
仕
事
の
本
質
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
見
る
だ
け
で
も
い
い
の

で
、
フ
ラ
ッ
と
お
店
に
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
い
」と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

file ２

アトリエ　 ブラット

…
熱中症に注意しましょう熱中症に注意しましょう

魅力は人。この町が好き

青木さんご夫妻の活躍は
お店のインスタから→
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

地元野菜の魅力を伝える

みんなでカレー作り　かんら保育園
　かんら保育園（妙

みょう

見
けん

良子園長）では７月20日、「わくわ
くクッキング」と題したカレー作りを行いました。
　このイベントは、食材に触れ、調理の過程を楽しみ、
出来上がった料理を食べその喜びを感じることで、食
習慣や食に対する基礎的な考え方を身につけてもらう
ことを目的としています。全クラスが役割を分担し０・
１歳児はシメジを割く、２歳児は枝豆をむく、３歳児
はピーマンの種を取る作業をそれぞれ行いました。

カボチャを手に説明をする黒澤さん（右）と塚田さん

　４歳児は、米とぎに挑戦。「おいしくなあれ」と言いな
がら１人10回ずつお米をかき混ぜました。年長児（５歳）
はニンジンの皮をピーラーでむきました。「ちょっと難し
かった」「おうちでもしているから簡単だったよ」と口々に話
しました。
　その後、給食室で調理されたカレーを年長児が数人ずつ
に分かれて各クラスに行き、盛り付けや配膳を行い、この
日はクラスの垣根を越えて一緒にカレーを楽しみました。

　町では、有機農業産地づくりの一環として学校給食に町
内で生産された有機野菜を使用しており、７月から８月に
かけて生産者と学校給食センターの栄養士が町内の小中学
校を訪問し、理解を深める活動を行っています。
　７月19日には生産者の黒澤繁雄さん（造石）と塚田周司さ
ん（天引）が新屋小学校を訪れ、４年松組で授業を行いました。
黒澤さんは「地元の野菜を食べて元気に育って欲しい。その
ためにおいしい野菜を届けます」とその思いを語りました。

　地元野菜に興味を持ち授業が終了してからも熱心に質問
する児童の姿もありました。山﨑遥斗さんは「作ってくれ
た人の思いを聞いて、これからも給食をおいしくいっぱい
食べたいと思います」と感想を話しました。
　町では、今後も給食事業における地産地消や食育の取り
組みを推進していきます。

「
お
米
を
と
ぐ
と
お
水
が
白
く
な
る
ね
」「

み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
だ
よ

上
手
に
盛
り
付
け
で
き
る
よ
」

授業の後は、地元のカボチャやジャガイモなどが
入った「かんら町野菜カレー」が給食に登場
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　甘楽町ソフトテニス連盟（外所淳也会長）と、北区ソフトテニ
ス連盟（髙川庚三会長）は６月23日～25日、25回目を数える恒
例の交流事業を行いました。最終日に総合公園テニスコートで
開かれた「ジュニアソフトテニスアカデミー」には、町内外から
約80人の選手が参加しました。講師にヨネックス男子監督の髙
川経生さんと浅川陽介さん（ともに元全日本選手権大会覇者）を
迎え、技術向上のポイントなどを学びました。

トップ選手から
 技術を学ぶ
  ～甘楽町・東京都北区
     ソフトテニスで交流～

参
加
者
で
集
合
写
真

北関東を制す　陸上女子1500ｍ　落合さん
　関東高等学校陸上競技大会が６月16日から19日にJITリサイクルインクスタ
ジアム（山梨県甲府市）で行われ、落合優希奈さん（福島・新島学園２年）が北関東
女子1500ｍにおいて４分37秒06の記録を出し初優勝を飾りました。
　同800ｍ（２分12秒98）でも第３位に輝き、北関東地区で上位の成績を収めた
２種目で８月に北海道札幌市で開催される全国高校総体（インターハイ）への出場
権を獲得しました。
　落合さんは「今年もインターハイの舞台に立つことができてうれしいです。支
えていただいた多くの方に感謝し、自分にとって意味のある大会になるようベス
トを尽くします」と意気込みを話しました。

自
分
の
短
冊
を
見
つ
け
る
年
長
児

七夕の短冊に願いを込めて
　めぶきの森かんら（矢野勅

まさひと

仁園長）
の園児は７月７日、七夕にちなんだ
ブラックパネルシアターを観賞しま
した。暗くなった部屋でブラックラ
イトで光る天の川を見た子どもたち
は「お星さま光ってるね」などと話し、
七夕の伝説に興味津々で見入ってい
ました。
　園舎内には、一人一人の願いごとが書かれた短冊と折り紙で作られた飾り
に彩られた笹が登場し、園児たちは七夕の雰囲気を楽しみました。

美しく輝く幻想的なパネルシアター美しく輝く幻想的なパネルシアター
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小幡七福神めぐり　500人達成！

土筆さん、森田さん、大澤さん

　「社会を明るくする運動」富岡甘楽推進委員会が７月
３日に役場を訪問し、内閣総理大臣からのメッセージ
を富岡甘楽保護区保護司会の佐藤 明さん（小川）が、群
馬県更生保護女性会員からのメッセージを町更生保護
女性会の吉田ひろ子さん（上野）がそれぞれ読み上げ、
メッセージ伝達を行いました。
　この運動は73回目を迎え、犯罪や非行の防止と罪を
犯した人たちの更生について理解を深め、多くの人が
力を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会を築こ
うと取り組んでいる全国的な運動です。

メッセージを朗読する佐藤さん（左）と参加者の皆さん

花の寄せ植えで元気に 社会を明るくする運動

大輪のひまわりが咲く 少年の主張

　町生活改善グループ連絡協議会（井上せつ子会長・
はこべの会、裏根グループが所属）は６月19日、町内
の施設に設置しているプランターの植え替え作業を行
いました。今回は、アフリカンマリーゴールドやベゴ
ニアなど暑い夏でも色鮮やかに咲く花の苗を植え、楽
山園番所前や道の駅甘楽など町内外の人が多く訪れる
９カ所に届けました。
　井上会長は「町を訪れる人が明るい気持ちになれる
よう、夏の暑さにも強く元気が出る花を寄せ植えしま
した。私たちも元気に頑張ります」と話されました。

　第３回少年の主張西部地区郡大会が７月１日、甘楽
町文化会館で開かれました。
　甘楽、下仁田、南牧、神流、上野の５町村を代表す
る８人の中学生が、日常生活の中で感じたことや考え
たことなどを発表しました。町大会で最優秀賞を受賞
した甘楽中の土筆心愛さん（２年）、大澤晴空さん（３年）、
森田望花さん（３年）が出場し、審査の結果、森田さん
が最優秀賞に選ばれました。
　森田さんは、８月５日に榛名文化会館エコール（高
崎市）で開かれる西部地区大会に出場します。

西部地区
　　郡大会

　上野地区の町道小船、三ツ俣線沿いに夏の日差しを
浴びて色鮮やかにひまわりが咲きました。
　長岡正治さん（造石）が、５月ごろに種をまいたもの
が大きく育ったのもので「花を見た人が元気になるよ
う、また来年も咲かせたい」とその思いを話してくれま
した。
　暑い日が続く中、大輪のひまわりが行き交う人々を
魅了しました。
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連載
№158

　

群
馬
県
内
で
は
、
特
殊
詐
欺

の
被
害
が
増
え
続
け
て
お
り
、

被
害
状
況
は
大
変
深
刻
で
す
。

　

最
近
の
特
殊
詐
欺
の
手
口

は
、
息
子
や
孫
を
か
た
っ
た
オ

レ
オ
レ
詐
欺
や
役
場
の
職
員

を
名
乗
っ
た
還
付
金
詐
欺
な

ど
が
多
く
、
以
前
と
大
き
な

手
口
の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

変
わ
っ
た
点
と
し
て
は
…

な
ど
、
だ
ま
そ
う
と
す
る
手
段

に
変
化
が
出
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
犯
人
の
声

や
言
葉
を
録
音
す
る
こ
と
が
で

き
る
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
や

後
付
け
で
き
る
特
殊
詐
欺
対
策

装
置
が
非
常
に
効
果
的
で
す
。

　

以
前
も
お
話
し
た
と
お
り
、

犯
人
は
声
を
録
音
さ
れ
る
こ
と

を
非
常
に
嫌
っ
て
お
り
、
対
策

装
置
を
使
用
し
て
い
て
被
害
に

遭
わ
れ
た
人
は
県
内
で
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
。

　

甘
楽
町
で
も
対
策
装
置
を
貸

し
出
し
て
お
り
、
購
入
し
た
場

合
で
も
費
用
は
１
万
円
く
ら
い

な
の
で
、
大
切
な
お
金
を
守
る

た
め
に
も
防
犯
機
能
付
き
電

話
機
や
対
策
装
置
の
設
置
を

検
討
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
！

小幡駐在所
川嶋健二さん

■
健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

ひ
き
こ
も
り
支
援

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　

　

ひ
き
こ
も
り
の
回
復
に
は
、

「
安
心
・
安
全
な
環
境
」「
理
解

し
て
く
れ
る
人
の
存
在
」が
必

要
で
す
。
そ
の
核
と
な
る
家
族

に
ぜ
ひ
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
内
に
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
が
い
る
と
、
家
族
は
戸
惑

い
・
不
安
・
焦
燥
・
自
責
と

い
っ
た
感
情
を
抱
き
が
ち
で
す
。

周
囲
と
疎
遠
に
な
り
う
つ
状
態

に
な
る
家
族
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
の
多
く
は「
家
族
に
申
し

訳
な
い
」と
思
っ
て
い
る
の
で
、

家
族
が
元
気
に
暮
ら
す
姿
を
見

る
こ
と
は
、
本
人
の
自
責
感
や

自
己
否
定
感
を
強
め
ず
に
済
む

効
果
が
あ
り
ま
す
。
家
族
が
元

気
で
い
る
と
本
人
と
の
関
わ
り

に
工
夫
を
持
つ
余
裕
が
生
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
家
庭
の
雰
囲
気
が

変
わ
り
本
人
に
も
良
い
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
関
わ
り

方
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
安
心
感
を
高
め
る
関
わ
り
方

の
ヒ
ン
ト
』

▼
恥
を
か
か
せ
な
い（
で
き
る

こ
と
に
注
目
）▼
説
教
を
し
な

い
▼
命
令
で
は
な
く
提
案
を

す
る（
返
事
は
期
待
せ
ず
、
意

思
決
定
は
本
人
が
す
る
）▼
部

屋
に
無
理
や
り
入
ら
な
い
▼
本

人
が
話
す
の
を
待
ち
、
傾
聴
す

る
▼
先
回
り
し
す
ぎ
な
い
▼
家

族
が
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
▼
家
族
の

一
員
と
し
て
伝
え
る
べ
き
こ
と

は
事
実
を
報
告
す
る
▼
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を

一
緒
に
楽
し
む（
テ
レ
ビ
を
見

る
・
お
茶
を
飲
む
な
ど
）▼
全

く
顔
を
合
わ
せ
な
い
場
合
は
、

一
言
手
紙（
日
常
で
起
こ
っ
た

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
）を
書
く
。

（
反
応
が
な
く
て
も
続
け
る
こ

と
が
大
事
）

　

本
人
を
放
っ
て
お
く
の
で
も

な
く
、
家
族
の
気
持
ち
を
押
し

つ
け
て
し
ま
う
の
で
も
な
い
、

適
度
な
距
離
感
で
関
わ
り
ま

し
ょ
う
。

家族が元気でいるために参加してみませんか
【ひきこもり家族教室】
  ひきこもり支援センター　☎027-287-1121
　（群馬県こころのセンター内）

【ひきこもりサロン】
  下仁田町社会福祉協議会　☎82-5491

・
固
定
電
話
に
限
ら
ず
、
携
帯
電

話
に
も
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

・
犯
人
か
ら
の
着
信
番
号
は「
非
通

知
」「
不
明
」の
ほ
か
、
電
話
番
号

を
通
知
し
て
か
け
て
く
る
場
合

も
あ
る

⑤
回
復
の
た
め
に

　

家
族
が
で
き
る
こ
と

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
や

対
策
装
置
の
設
置
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

家
族
が
健
康
的
に

自
分
た
ち
の
生
活
を
送
る

本
人
が
安
心
・
安
全
に

過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く
る

「お は よ う」
「お や す み」
の あ い さ つ
か ら 始 め て
みましょう！
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世 帯 5,089
(△３)

人 口 12,505
(△22)

男 6,193
(△12)

女 6,312
(△10)

転 入 22

転 出 30

出 生 ３

死 亡 17

６月30日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
【８月の休館日】
　７日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）

▶夏休みは図書館へ！

★７月21日（金）～８月17日（木）
　「世界に羽ばたく！青年海外協力隊とパラグアイ」
★８月10日（木）～８月17日（木）
　「平和祈念展　戦争の記憶…」
★８月19日（土）～８月31日（木）
　絵本「てんぷらぱちぱち」パネル展
　（さく まつながもえ）

★８月24日（木）・25日（金）
　ら・ら・かんらに自衛隊がやってくる！part2
★８月27日（日）
　 絵本作家まつながもえさん
 読み聞かせフェスタ＆サイン会

防災行政無線で放送した最新の内容を電話で確認できます。
放送内容をもう一度確認したい場合にご利用ください。

■ 総務課庶務係 ☎74-3131

防災行政無線の防災行政無線の
自動音声応答サービスを自動音声応答サービスを
ご利用くださいご利用ください

成
瀬
は
天
下
を
取
り
に

い
く

宮
島
未
奈
著
／

新
潮
社

あ
な
た
の
燃
え
る

左
手
で

朝
比
奈
秋
著
／

河
出
書
房
新
社

イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

世
界
人
口
図
鑑

原
島
広
至
著
／

す
ば
る
舎

60
歳
か
ら
の

「
紙
モ
ノ
」整
理

渡
部
亜
矢
著
／

青
春
出
版
社

月
夜
の
晩
の
と
お
り
雨

よ
う
か
い
ろ
く（
妖
会
録
）

大
野
隆
介
作
／

ロ
ク
リ
ン
社

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
わ

ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
文　

シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
絵

原
田
勝
訳
／
偕
成
社

中２っておもろいやん 移植された見知らぬ手

おもしろいほど片付く！人口から世界を見ると…

移民家族の言葉に頼らな
い絆のお話

ようかいだらけのこわくて
おもしろいおはなし

3大特集展示3大特集展示

２大イベント２大イベント

甘楽町役場から
お知らせします。

もう１度聞きたい

今の放送内容は
なんだったの？

☎0274☎0274 --7474 --64666466
（通話料がかかります）（通話料がかかります）

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

」

情
報
伝
達
試
験
を
実
施

  

８
月
23
日
㈬　

午
前
11
時
ご
ろ

　

人
工
衛
星
か
ら
瞬
時
に
伝
達
す
る
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
を
使
用
し
た
情
報
伝
達
試
験

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

☎
(74)
３
１
３
１

甘
楽
町
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

（
か
ん
ら
未
来
人
財
応
援
事
業
）

　

若
者
の
定
住
促
進
と
町
内
企
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
町
内
に
定
住
ま
た

は
町
内
企
業
に
勤
務
す
る
人
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人　

▼
大
学
、
短
大
、
専
修
、
大
学
院
を
卒

業
し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
貸
与

さ
れ
た
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
人

▼
町
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
町
内

企
業
に
勤
務
す
る
人

▼
４
月
１
日
現
在
で
30
歳
未
満
の
人

※
公
務
員
を
除
き
ま
す
。

申
請
受
付
期
限　

９
月
29
日
㈮

※
助
成
金
額
な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課

企
画
調
整
係

☎
(74)
３
１
３
３

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
ご
案
内

◎  

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　

次
の
①
〜
⑨
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下
の
児
童
（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養

育
し
て
い
る
母
か
父
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

※
支
給
期
間
は
、
児
童
が
18
歳
に
な
っ

た
年
度
の
末
日
ま
で
（
児
童
に
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

⑧
未
婚
の
母
の
子

⑨
父
母
と
も
に
不
明
（
孤
児
な
ど
）

◎  

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　

身
体
ま
た
は
精
神
に
あ

る
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人

　

〜  

共
通
事
項  

〜

▼
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
や
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
て
受
給
し

て
い
な
い
人
は
、
福
祉
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

８
月
に
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

借
金
に
関
す
る
無
料
相
談
会

〜
相
談
は
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
〜

期
日　

８
月
25
日
㈮

受
付
時
間

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

内
容　

弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士
に
よ

る
債
務
整
理
相
談
な
ど

相
談
時
間　

１
〜
２
時
間
程
度

申
し
込
み
方
法　

８
月
18
日
㈮
ま
で
に

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
富
岡
市
富
岡
１
４
３
９
‐
１　

あ
い
愛
プ
ラ
ザ　

２
階
）

☎
(63)
６
０
６
６

FAX
(70)
２
２
０
１

No.1248おしらせ版
         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

児童扶養手当

特別児童扶養手当

歩
で
す
〜

分法
書
士
に
よ
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「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス

テ
ム
」受
注
者
向
け
説
明
会

期
日　

９
月
５
日
㈫
、
９
月
６
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
各
回
同
じ
内
容
と
な
り
ま
す
。

場
所　

群
馬
県
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室

（
前
橋
市
上
細
井
町
２
１
４
２
‐
１　

群
馬
県
前
橋
合
同
庁
舎
敷
地
内
）

定
員　

各
回
90
人

問
い
合
わ
せ　

群
馬
県
県
土
整
備
部

建
設
企
画
課
電
子
シ
ス
テ
ム
係　

☎
０
２
７
‐
８
９
７
‐
２
８
４
６

第
32
回
楽
山
園
投
句
会
『
秋
』

開
催
中

　

楽
山
園
を
は
じ
め
と
す
る
甘
楽
町
の

情
景
や
感
動
を
俳
句
に
し
た
た
め
て
投

句
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

８
月
１
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈫

投
句
場
所　

楽
山
園
番
所
・
楽
山
園
凌

雲
亭
・
松
浦
氏
屋
敷
・
道
の
駅
甘
楽

※
投
句
用
紙
・
投
句
箱
は
各
投
句
場
所

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

表
彰
発
表　

優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
過
去
の
入
選
作
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
課
文
化
財
保
護
係

☎
(64)
８
３
２
４

群
馬
県
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業
「
生
活
・
就
労
相
談
会
」

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ（
町
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
機

関
）で
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

就
労
や
経
済
上
の
問
題
で
お
困
り

の
人
は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
23
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
事
前
予
約
制
で
す
。
８
月
16
日
㈬

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
当
日
受

付
も
可
能
で
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽　

会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
(74)
５
７
０
０

▼
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
(82)
５
４
９
１

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

障
害
を
持
っ
た
人
の
雇
用
促
進
や
働

く
場
の
提
供
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
障
害
者
施
設
で
作

製
し
た
物
品
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

期
日

９
月
27
日
㈬

時
間
・
内
容

▼
物
品
販
売
：
午
前
11
時
30
分
〜

パ
ン
、
総
菜
、
葉
物
野
菜
、
革
製
品
、

マ
ス
コ
ッ
ト
、
ポ
ー
チ
な
ど

※
プ
レ
パ
レ（
甘
楽
町
大
字
善
慶
寺
）が

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を

販
売
し
ま
す
。

▼
講
演
：
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
〜
）

「
僕
の
生
き
て
き
た
み
ち
〜
数
々
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
〜
」

※
講
演
は
予
約
が
必
要
で
す
。

講
師　

綿
貫
通
也
氏

場
所　

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０
‐
１
）

入
場
料　

無
料

申
込
期
限

8
月
25
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課
福
祉
係

☎
(67)
５
１
６
２

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
・
個
別
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

対
象
者

▼
説
明
会
：
制
度
を
知
り
た
い
人

▼
相
談
会
：「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」

へ
の
登
録
の
要
否
を
検
討
し
て
い
る
人

期
日　

①
８
月
29
日
㈫　

②
９
月
14
日
㈭

時
間　

①
、
②
同
じ

申
込
期
限

①
8
月
25
日
㈮　

②
9
月
12
日
㈫

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署　

①
法
人
課
税
部
門

☎
(63)
２
５
２
４（
直
通
）

②
個
人
課
税
部
門

☎
(63)
２
２
３
７（
直
通
）

◎
国
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

　

金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
に
行
く

必
要
の
な
い
安
全
・
便
利
な「
口
座
振

替
」、「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」、「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
管
理
運
営
担
当

☎
(63)
２
２
３
６（
直
通
）

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066（代）

説
明
会
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

相
談
会
午
前
11
時
〜
12
時

説
明
会
午
後
2
時
〜
3
時

相
談
会
午
後
3
時
30
分
〜
４
時
30
分

㈫

協
議
会
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募　

集

募　

集

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
】

募
集
人
員　

１
人

勤
務
内
容　

給
食
調
理
業
務

勤
務
時
間　

週
５
日
（
月
〜
金
曜
日
）

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

資
格　

健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ
る

人
、
仕
事
に
対
し
て
意
欲
の
あ
る
人

勤
務
開
始
日　

９
月
１
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

８
月
18
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
（
市
販
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
希
望
の
人
は
事
前
連
絡
の
う
え

職
場
見
学
を
お
願
い
し
ま
す
。
仕
事
内

容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甘
楽
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
３
７
０
‐
２
２
１
３　

甘
楽
町
大
字

白
倉
１
４
１
１（
甘
楽
中
学
校
敷
地
内
）

☎
・
FAX
(74)
５
０
７
２

臨
時
職
員
募
集　

（
甘
楽
ふ
る

さ
と
館
・
道
の
駅
甘
楽
）

募
集
人
員　

若
干
人

業
務
内
容　

接
客
・
施
設
保
全（
清
掃

な
ど
）、
食
堂（
厨
房
）

資
格　

健
康
な
人
・
仕
事
に
対
し
て
意

欲
の
あ
る
人

勤
務
時
間　

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
も
可
）シ
フ
ト
制

申
し
込
み
方
法　

９
月
１
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書（
市
販
）を
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甘
楽
ふ
る
さ
と
館

〒
３
７
０
‐
２
２
０
２

甘
楽
町
大
字
小
幡
２
０
１
４
‐
１

☎
(74)
２
６
６
０　

FAX
(74)
２
０
６
２

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
（
甘
楽
町
体
育
大
会
）

開
催
日  
９
月
10
日
㈰

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
陸
上
競
技
場

参
加
費　

無
料

競
技
方
法　

２
ラ
ウ
ン
ド
制
：
１
ラ
ウ

ン
ド
８
ホ
ー
ル　

全
16
ホ
ー
ル

競
技
規
則　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
制
定
の
競
技
規
則
を
準
用

※
一
部
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
あ
り

参
加
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み
方
法　

８
月
21
日
㈪
ま
で
に

チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課
社
会
教
育
係

☎
(64)
８
３
２
５

商
工
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
募
集

期
日　

９
月
28
日
㈭

場
所　

甘
楽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

時
間　

集
合
：
午
前
７
時
15
分

ス
タ
ー
ト
：
午
前
８
時　

Ｏ
Ｕ
Ｔ
・
Ｉ
Ｎ

参
加
費　

２
５
０
０
円（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
含
む
、
返
金
不
可
）

プ
レ
ー
費　

５
９
９
０
円（
食
事
・
乗

用
カ
ー
ト
付
、
税
込
み
）個
人
払
い

競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
・
新
ペ
リ
ア
方
式

募
集
人
員

30
組
１
２
０
人（
申
し
込

み
順
）

参
加
対
象　

会
員
・
従
業
員
お
よ
び
町

内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み
方
法

８
月
25
日
㈮
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甘
楽
町
商
工
会

☎
(74)
３
３
１
１　

FAX
(74)
６
４
２
２

         
         

健　

康

健　

康

健
康
み
ま
も
り
ア
プ
リ
「
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
プ
ラ
ス
」
の
ご
案
内

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ（
お
ん
せ
い
）プ
ラ
ス
」

は
、
声
に
よ
る
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
や

血
圧
・
体
温
・
歩
数
な
ど
個
人
の
健
康

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

メ
イ
ン
機
能
は
、
当
日
の
日
付
を
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
合
わ
せ
声
で
回
答
す
る
と
、

認
知
機
能
の
状
態
を「
維
持
で
き
て
い

る
」「
変
化
が
み
ら
れ
る
」の
二
択
で
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。（
認
知
症
を

診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

数
字
や
漢
字
を
使
っ
た
記
憶
の
体
操
な

ど
の
ゲ
ー
ム
機
能
も
装
備
し
て
い
ま
す
。

※
ア
プ
リ
の
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

通
信
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
希
望
す

る
人
に
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行

と
利
用
説
明
を
行
い
ま
す

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
週
月
曜
日　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽
「
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
」

※
来
所
で
き
な
い
人
に
は
、
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発

行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽  

福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(67)
５
１
８
２

おしらせ版
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
予
約
制
）

　

精
神
科
医
が
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽

対
象

こ
こ
ろ
の
病
気
・
不
調
（
不

眠
・
不
安
な
ど
）
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

予
約
・
問
い
合
わ
せ

※
８
月
31
日
㈭
ま
で
に
左
記
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

に
こ
に
こ
甘
楽　

健
康
課
保
健
係

☎
(67)
５
１
５
９

         
         

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

　

せ
っ
け
ん
に
専
用
の
ナ
イ
フ
で
花
を

彫
刻
し
ま
す
。
ご
自
宅
の
イ
ン
テ
リ
ア

や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

９
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬
、

10
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬　
（
全
4
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

公
民
館　

２
階　

大
会
議
室

定
員

15
人（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

▼
第
１
〜
3
回（
１
回
に
つ
き

６
０
０
円
）　

▼
最
終
回
１
２
０
０
円

※
毎
回
集
金
し
ま
す
。

講
師　

佐
藤
泰
子
氏

申
込
期
間　

８
月
３
日
㈭
〜
９
月
１
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課
社
会
教
育
係　

☎
(64)
８
３
２
５

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

かぶら文化講座     富岡・甘楽４市町村の教育委員会連携による講座を開催します。  

　　　　　　　　　　　　　
（１講座だけの参加もできます。）

　対象者　18歳以上の人　/　定員　70人程度（先着順）
　受講料　無料　/　申込期限　８月 25日㈮
　申し込み・問い合わせ　町教育課社会教育係　☎ 64‐ 8325

回 開催日時 学習内容 講　師 開催場所

１
9 月 20 日（水）

午後１時 30 分～３時 15 分

〈開講式〉
織田宗家ゆかりの城下町小幡
～自然と伝統がとけあう町～

甘楽町観光案内の会

副会長

除村 和子 氏
甘楽町文化会館

２
9 月 27 日（水）

午後１時 30 分～３時

近世寺社建築の見方
～富岡・甘楽の事例から～

県文化財保護審議会委員

村田 敬一 氏
南牧村活性化センター

３
10 月11日（水）

午後１時 30 分～３時

加賀藩の食文化
～現在の加賀料理とは～

「大友楼」オーナー

大友 佐俊 氏
富岡市生涯学習センター

４
10 月19 日（木）

午後１時 30 分～３時
神津牧場の歴史

神津牧場　場長

須山 哲男 氏
下仁田町公民館

５
11月 7 日（火）

午後１時 30 分～３時 15 分

富岡製糸場と絹産業遺産群
〈閉講式〉

富岡製糸場世界遺産

伝道師協会　副会長

笠原　実 氏
富岡製糸場

水
の
日

水
の
日

　

８
月
１
日
㈫

　

８
月
１
日
㈫

水
の
週
間

水
の
週
間

　

８
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066（代）
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金井　紅
こ う り

理くん（２歳９カ月・令和２年10月18日生まれ）

　　　翠
す い ひ

陽くん（０歳３カ月・令和５年４月14日生まれ）

　金井亨平さん・亜湖さんのお子さん（福島）

　トミカやボールでよく遊んでいる紅理。歌やダンスが好きで、
アンパンマンの曲がかかるとノリノリです。「こうりもやる！」
と言って卵を割って混ぜるお手伝いをしてくれます。
　目が合うとニコッと笑う、家族みんなの癒しの存在の翠陽。
声色を変えながら表情豊かにお話するようになりました。
　２人ともすくすくと大きくなってね♥

広　告
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